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過去を顧み前進、感謝の気持ちを忘れない

創業当時から世界のマーケットを相手に卓球用具を作り始めたこと、また、当社発行の卓
球専門誌「卓球レポート」が選手の教科書的存在として読み継がれ、そこから「バタフライ」
のブランドが全国的に拡がったこと、この2つが、当社の製品がプロ選手に愛用されるよう
になった理由だと考えます。「バタフライ」の由来は、創業者の田舛彦介（故人）が、選手を
花に例えて、社員は花に仕える蝶（Butterfly）のように誠実に働こうという信念から。具体的
な経営戦略よりもっと深い部分にある、そうした“社員の心”を大切に受け継いでいくことが、
企業の安定やブランドの差別化につながるのだと思います。
卓球の魅力は、狭いスペースで気軽にでき、それぞれのレベルに応じた様々な楽しみ方が

できるところ。当社は、今年6月に行われた世界卓球で試合球のスポンサーを務めたほか、
国際卓球連盟と連係したジュニア選手の育成、地域での卓球教室の開催や、各施設への卓
球台の寄付などを通じて、卓球の幅広い層への普及に努めています。
当社は今年、創業60周年の節目を迎えます。中国の古典「淮南子」にある「六十にして

六十化す」という言葉は、何年経っても過去を反省して新しい自分を創っていこうという意味。
この言葉のように、われわれも過去を見つめ直して新しいタマスを作ろう、そして、これま
で会社を築き上げてくれた先輩社員やお客様など、すべての人に感謝できるような体質にし
ていこうと、社員一丸となって努力しているところです。

株式会社タマス　代表取締役　山田俊策 氏

★経営改善資金（マル経融資 ）：マル経融
資（小規模事業者経営改善資金）は小規模
事業者の方々の経営をバックアップするため
に無担保・無保証人で商工会議所の推薦に
もとづき融資される国（日本政策金融公庫）
の融資制度です。

★東京商工会議所メンバーズビジネスローン：
東京商工会議所と協力金融機関（銀行・信用
金庫・信用組合）の提携により、通常より優遇
された条件で融資が受けられる東商会員ならで
はのメリットです。

★法律相談・税務相談：経営上、お
困りの方はお気軽にご相談ください。
弁護士・税理士がお答えいたします。

お問い合わせ：東京商工会議所 杉並支部 ☎03-3220-1211

★エキスパートバンク：小規模事業
者の皆さまからのご要望に応じて、
東京商工会議所に登録されたエキ
スパート（専門家）を直接事業所に
派遣し、具体的・実践的なアドバイ
スによって問題の解決に役立ててい
ただくものです。

経営支援活動 
経営の改善と新たな成長に向けて取り組む企業の挑戦を力強くバックアップします。

資金のご案内 経営のご相談 
専門家が無料でご相談にお応えします。

政策提言
　   ・
要望活動
経営環境の改善と活
力のある経済社会の
実現に向けて会員企業
の皆さまの声を政治・
行政に反映させます。

地域振興活動
産業振興・地域活性
化に向けて会員企業
の皆さまと地域社会
の取り組みを推進い
たします。

経営者に聞く

第2回花と緑の井草祭り／シンボル・フラワーロード構築杉並支部の
事業より

［ 杉 並 支 部 ］今 後 の 事 業 予定

阿佐ヶ谷ブロック

株式会社タマス
1950年創業。卓球用品総合メーカーとして「バ
タフライ」のブランドで世界中の卓球愛好者に
親しまれている。特に、国際大会における同社
製品使用率は6割を占めるなど、世界の一流選
手に選ばれる品質の高さが強み。阿佐ヶ谷に本
社を置き、敷地内に練習場「バタフライ卓球道
場」を併設するほか、所沢と那須に研究・開発
施設、ドイツ、中国、韓国に現地法人を持つ。

東京商工会議所杉並支部は、5月15日、荻窪園芸地方卸売市場にて、「第
2回花と緑の井草祭り」を開催しました。寄せ植え体験教室、花や野菜の
即売会、抽選による花のプレゼント等を実施、約3,500名の来場者で賑わ
いました。当支部では、地域の関係者（町会・商店街・事業所・学校・区等）
と協力して、昨年度から「花と緑のガーデンタウン井草（井草地域活性化
推進事業）」を行っています。井草地域の特長である「園芸・農業」「緑」「ア
ニメ」を活用して地域の活性化を図る事業で、今回のイベントは昨年に引き
続き、この事業の一環で開催しました。また、5月22日、25日には、都立
農芸高校の協力を得て、上井草・井荻・下井草3駅の南側を東西に結ぶ道
路に、花の植え込みや植え替えを行ったプランター約580基を置きました。左）第2回花と緑の井草祭りの様子。右）道路沿いに置かれたプランター。

【各種経営セミナー】
経営者・従業員の方向けの無料セミナーです。
詳細は、後日FAX・ホームページ等でご案内します。
☆ 9月2日（木）14時～15時30分
 「韓非子と老子に学ぶ組織論」
☆ 9月9日（木）14時～16時
 「管理者のためのメンタルトレーニング」
【会場】 杉並区立産業商工会館
【参加費】 無料

【3級簿記講座】
【日時】 9月3日～ 11月9日  原則火・金曜日（全20回）
 18時30分～ 20時30分
【講師】 （有）新日本マネージメント・コンサルタンツ
 経営コンサルタント  新町義美氏
【定員】 55名（先着順）
【料金】 25,000円（税込、テキスト代・検定試験料含む）
【会場】 杉並区立産業商工会館



杉
並
区
の
笑
顔

地
域
住
民
の
交
流
の
活
性
化
を
目
指
し

て
阿
佐
谷
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
設
立
さ

れ
た「
阿
佐
ヶ
谷
わ
が
ふ
る
さ
と
館
」が
、

開
館
か
ら
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
パ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
・
中
村
浩
一
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
館
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
、

会
議
室
の
開
放
（
有
料
）、
区
内
の
作
業

所
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
の
出

店
を
定
期
的
に
実
施
。
土
日
に
は
「
あ
さ

が
や
案
内
人
」
が
商
店
街
や
ま
ち
の
情
報

を
提
供
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や

A
E
D
も
付
設
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
、
ま
ち
の
憩
い

の
中
心
地
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
特
に
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し

阿
佐
ヶ
谷
駅
北
口
近
く
の
住
宅
街
に

突
如
現
れ
る
、
神
秘
的
な
外
観
が
印
象

的
な
映
画
館「
ラ
ピ
ュ
タ
阿
佐
ヶ
谷
」が
、

こ
の
地
に
根
ざ
し
て
12
年
。
昭
和
40
〜

50
年
代
の
日
本
映
画
を
中
心
と
し
た
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作
品
上
映
に

は
定
評
が
あ
り
、
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン

の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

座
席
数
は
わ
ず
か
48
席
。
映
画
館
の

立
地
と
し
て
も
苦
し
い
け
れ
ど
、
都
心

に
あ
る
シ
ネ
コ
ン
（
複
合
映
画
館
）
で

は
絶
対
に
味
わ
え
な
い
持
ち
味
を
追
求

し
て
い
き
た
い
と
語
る
の
は
、
支
配
人

の
石
井
紫
さ
ん
。
ラ
ピ
ュ
タ
の
個
性
の

ひ
と
つ
に
、
フ
イ
ル
ム
上
映
へ
の
こ
だ

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
上
映
と

は
違
う
フ
イ
ル
ム
独
特
の
魅
力
を
堪
能

で
き
る
映
画
館
は
、
各
地
の
名
画
座
が

閉
館
し
て
い
く
現
代
で
は
ま
さ
に
貴
重

な
存
在
と
言
え
ま
す
。

ラ
ピ
ュ
タ
周
辺
の
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
や

一
番
街
は
、
ど
こ
と
な
く
昭
和
の
風
情

が
残
る
街
並
み
。
古
き
良
き
日
本
映
画

を
楽
し
ん
だ
後
、
こ
の
界
隈
で
一
杯
、

阿
佐
ヶ
谷
ブ
ロ
ッ
ク

愛
郷
心
で
ま
ち
を
元
気
に

阿
佐
ヶ
谷
へ
の
恩
返
し

阿
佐
ヶ
谷
わ
が
ふ
る
さ
と
館

地
域
の
活
性
化
は
商
店
街
か
ら

特
集

上）ふるさと館2階展示スペース。下）同館入口。

こ
だ
わ
り
の
映
画
館

ラ
ピ
ュ
タ
阿
佐
ヶ
谷

生
ま
れ
と
育
ち
は
新
宿
・
牛
込
柳
町
と

い
う
川
上
さ
ん
。
10
代
の
と
き
、
富
士

登
山
の
た
め
に
乗
っ
た
中
央
線
か
ら
阿

佐
ヶ
谷
の
ま
ち
を
見
て
「
将
来
、
独
立
す

る
な
ら
こ
の
辺
り
」
と
直
感
し
た
の
だ

と
か
。
靴
店
開
業
時
に
50
あ
っ
た
ゴ
ー

ル
ド
街
の
店
舗
も
、
今
や
半
減
で
す
が
、

長
い
間
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
近
所
の

人
の
応
援
や
古
く
か
ら
の
付
き
合
い
の

問
屋
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
か
ら
。
今
は

恩
返
し
の
気
持
ち
か
ら
、
東
靴
協
会
常

務
理
事
を
は
じ
め
数
々
の
団
体
や
町
会
、

商
店
会
に
力
添
え
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
傘
寿
を
迎
え
る
御
年
に
は
と
て

も
見
え
な
い
川
上
さ
ん
。
若
さ
の
秘
訣

は
体
力
づ
く
り
か
ら
と
、
少
し
前
ま
で

大
宮
八
幡
宮
ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
欠

か
さ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

あさがやゴールド街商店会
会長 川上久和 氏

阿佐谷商店街振興組合
理事長 中村浩一 氏

1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
か
ら
代
々
、

阿
佐
ヶ
谷
で
生
花
店
を
営
む
家
庭
で
育
っ

た
中
村
さ
ん
。
当
時
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と

い
う
善
福
寺
川
公
園
の
周
辺
は
、
子
供
の

頃
よ
く
遊
ん
だ
場
所
。
風
景
は
変
わ
っ
た

け
れ
ど
、
今
で
も
散
歩
を
す
れ
ば
自
然
に

足
が
向
き
、
ホ
ッ
と
す
る
場
所
な
の
だ
と

か
。
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
理
事
を
務
め
て

20
年
、
理
事
長
に
就
任
し
て
4
年
。
ひ
と

月
の
う
ち
25
日
は
商
店
街
の
用
事
で
埋

ま
っ
て
い
る
と
い
う
多
忙
な
毎
日
で
す

が
、
こ
の
忙
し
さ
も
、
ま
ち
を
良
く
し
よ

う
と
い
う
心
意
気
が
あ
る
か
ら
苦
で
は
な

い
と
笑
顔
の
中
村
さ
ん
。
お
店
は
息
子
さ

ん
が
引
き
継
ぎ
、
息
子
さ
ん
も
ま
た
、
商

店
街
青
年
部
で
活
動
中
。
阿
佐
ヶ
谷
へ
の

郷
土
愛
バ
ト
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
繫
い
で

い
け
そ
う
で
す
。

て
の
更
な
る
有
効
活
用
を
模
索
中
と
中

村
さ
ん
。
し
か
し
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

七
夕
ま
つ
り
や
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
と

い
っ
た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
長
年
続

け
て
お
り
、
新
し
い
企
画
を
出
す
の
は
大

変
な
こ
と
。
そ
ん
な
中
、
青
年
部
に
よ
る

若
手
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
ま
ち
が
新

た
に
賑
わ
い
始
め
た
と
い
い
ま
す
。
青
年

部
長
を
10
年
務
め
ら
れ
た
太
田
泰
司
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

青
年
部
発
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
は
、

今
年
で
2
回
目
と
な
っ
た
阿
佐
ヶ
谷
ス
ウ

ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
。
ふ
る
さ
と
館
を
中
心

に
洗
濯
板
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
身
近
な

も
の
を
楽
器
に
し
た
ジ
ャ
グ
バ
ン
ド
が
演

奏
し
、
館
内
で
は
親
子
で
手
作
り
楽
器
を

製
作
。
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
商
店
街
内
の
自
転
車
走
行
を
抑
止
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
サ
ン
キ
ュ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
提
案
し
た
の
も
青
年
部
。
自
転
車

走
行
を
“
禁
止
”
す
る
の
で
は
な
く
「
自

転
車
を
降
り
て
く
れ
て
“
あ
り
が
と
う
”」

と
伝
え
る
こ
と
で
、
気
持
ち
良
く
規
則
を

守
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
発
想
は
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
か
っ
た
と
好
評
な
の
だ
と
か
。

「
子
供
も
育
っ
て
い
く
ま
ち
だ
か
ら
、

良
く
し
て
い
か
な
い
と
」
と
、
只
今
5
人

の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
太

田
さ
ん
。
ど
ん
な
世
代
も
、
ま
ち
を
何
と

か
し
よ
う
と
い
う
熱
意
は
ひ
と
つ
。
そ
の

想
い
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

も
魅
力
的
な
ま
ち
へ
と
発
展
し
て
い
け

る
と
、
最
後
に
中
村
さ
ん
が
力
強
く
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

と
い
う
人
も
多
い
と
か
。
昔
は
ま
ち
に

一
軒
は
必
ず
映
画
館
が
あ
り
、
そ
こ
に

人
が
集
い
、
周
り
の
お
店
も
盛
り
上
が

っ
た
…
オ
ー
ナ
ー
の
才
谷
遼
さ
ん
は
、

こ
こ
も
そ
ん
な
拠
点
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
を
も
っ
て
建
て
た
そ
う
で
す
。

ラ
ピ
ュ
タ
会
員
（
要
年
会
費
）
に
な
れ

ば
、
観
賞
割
引
な
ど
の
特
典
が
。
館
内
に

は
映
画
館
の
ほ
か
、
小
劇
場
「
ザ
ム
ザ

阿
佐
谷
」、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
山
猫
軒
」

も
併
設
。
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
？

阿
佐
谷 

神
明
宮

地
歴
散
策

1
8
0
0（
寛
政
12
）年
に
著
さ
れ
た
『
江

戸
名
所
図
会
』
に
よ
る
と
、
日
本
武
尊
が
東

征
の
帰
途
、
阿
佐
谷
の
地
で
休
息
し
、
後
に

尊
の
武
功
を
慕
っ
た
村
人
が
鎌
倉
時
代
旧
社

地
（
お
伊
勢
の
森
と
称
さ
れ
る
現
在
の
阿
佐

谷
北
5
丁
目
一
帯
）
に
一
社
を
設
け
た
の
が
、

神
明
宮
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
3
0
0
0
坪
の
境
内
に
は
、
巨
木
も
多

く
、
都
内
最
大
級
の
伊
勢
神
宮
勧
請
の
神
社

で
す
。
一
方
、
J
R
阿
佐
ヶ
谷
駅
か
ら
、
徒

歩
2
分
の
地
に
あ
る
た
め
、
年
間
を
通
し
数

10
万
人
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

最
近
は
、
能
を
始
め
骨
董
市
、
植
木
市
、

伝
統
芸
能
の
奉
納
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ズ
ス
ト

リ
ー
ト
の
会
場
に
な
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
広
く
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
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株式会社とらや椿山 （ 和菓子）
代表取締役　坂井潤　阿佐谷南1-33-5  電話：3314-1331  FAX：3314-3766

1925（大正14）年創業の老舗。当初は、阿佐ヶ谷駅南口駅
前にありましたが、平成に入ってパールセンターの青梅街道寄
りに移転。“四季折々の素材を生かした丁寧な菓子づくり”に
励んでいます。厳選した国産の大栗一粒を甘さ控えめの白餡
に包んだ「大栗まんじゅう」のほか、黄身餡に蜜漬けにした青梅
を包んだ「青梅桃山」、四季の花をかたどった上生和菓子など、
多彩な品ぞろえで、お客さまの舌と目を楽しませます。写真の「た
なぼた餅」は、阿佐ヶ谷の夏の風物詩、たなばた祭りにちなん
で命名された祭りの期間だけの限定品。これを食べないと夏
が来た気がしないという人もいるほどの人気になっています。

有限会社榎本商店 （インテリア）
代表取締役 榎本正晴　阿佐谷南1-12-5-104  電話：3311-2851  FAX：3311-4352

http://www.asagaya-enomoto.com/

家具店として創業、以来60年、南阿佐ヶ谷
すずらん通りに所在。現在は、インテリア
小物の販売が中心。ジュータン、カーテン
に始まりリフォームの相談など、およそ「家
庭」「生活」に関わるご相談にはきめ細かく
対応するのがモットー。クリーニングの取
り次ぎも行います。インテリア・エノモトの社長業に加えて、2006年からは「南
阿佐谷すずらん商店街」の理事長としても活躍する榎本氏。組合員は約50店舗
と小振りながらも、東京都内の「すずらん通り」連合会の催しや杉並区の友好都
市との交流イベントなどを活発に行い、活気あふれる商店街を目指しています。

野菜食堂はやしや （ 創作和食 ）
代表 林和貴　阿佐谷北1-3-8 城西阿佐ヶ谷ビル1F  電話＆FAX：5356-9400

阿佐ヶ谷駅北口から徒歩約2分。
国産有機野菜と、北海道直送の鮮魚、最高級の岩中豚
など素材にこだわり、「料理とは人の心と体を癒やすもの」
と喝破するシェフが、一品一品、心を込めて作ります。
新鮮な野菜を特製鍋で蒸し上げた人気の「蒸し野菜」や、
手の込んだ「豆腐料理」、萬古土鍋で作る「炊き込みご飯」
などを味わう際は、果実酒、カクテル、ワイン、日本酒、
焼酎等、100種類以上のリストの中からお好きな飲み物
をお選びください。あなたの健康を探しに、「はやしや」に
出かけてみてはいかがでしょうか。
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阿佐谷神明宮の拝殿。

阿佐谷神明宮の大鳥居。

左）ラピュタ阿佐ヶ谷の特徴的な外観。右）館内の様子。


